
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































일정통사상과' 천 '관념의변용 :' 천 (天)'관념의병용에세보이는한일양국의근대내셔녈리즘의
특징」（『정치사상연구』제 14 집 2 호2008 년가을 , 한국정치사상학회、157 〜 183 頁）、および「이
퇴계의『주자서절요（朱子書節要）』에관한일고찰─「천（天）」에관한명제를중심으로─」（『退
溪學論集』第 4号、嶺南退溪學研究院、2009、29 〜 57 頁）を参照されたい。
37　注 34 を参照。
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のかもしれない。／さらに退溪・退渓学が国民的な求心力を持ち得るのに有利に作用
する事情が存在する。李退溪の著述は日本に伝わり、日本の朱子学者たちは李退溪を
直接の師匠として朱子学を受容していったという事実の重みである。韓国の歴史教科
書では、古代以来韓国は日本に先進文明を伝えてあげたが、日本は軍事侵略でお返し
をした「忘恩背徳の輩」という反日ナショナリズムを表現する定型がある。韓国は中
華であり、日本は夷狄であるという朱子学的、儒教的歴史観ともいうべきものである。
日本の近世儒学思想史に教師的役割を果たした李退溪は中華主義的ナショナリズムの
象徴的人物でもあるのである。李退渓が教科書において特筆される理由はここにもあ
るといえよう 40。
　李退溪を取り巻く現代韓国の政治状況は、非韓国人に分かりづらいものである。それを
敢えて研究することの政治的意味、すなわち「在日」の政治哲学を見逃してはならないだ
ろう。
　また補論２では、「韓国人はなぜ引越しを好むか」という疑問に対して考察されている。
韓国社会は、日本と異なり、住民が一箇所に定住する期間も割合も極めて低い。すなわち、
流動性が極めて高く、より良い生活環境を求めて引越しをするのは常態化している。その
原因を、傳貰（チョンセ）という韓国独自の賃貸借制度に求め、それを分析した結果、次
のような結論に達している。
現代韓国人は、地域コミュニティのような地縁的関係をほとんど持たず、主に血縁（同
姓同本の宗族）、実際の居住に基づく人間関係とは異なる広義の地縁的関係としての
故郷の親友（コヒャンチング）、頼母子講に類似した「契」の現代的変容の一つであ
る同窓会（＝学縁）という三つの人間関係の中で生きており、地域コミュニティに帰
属意識を持たない韓国人は、長期間の居住に飽きたり、よりよい住居を求めたりして
頻繁に引越しを繰り返しているのである 41。
　そして、こうした血縁や地縁を地域コミュニティよりもはるかに重視する韓国人の生活
習慣は、時代とともに変容していくことが予想されるが、それについて著者は興味深い予
測を立てている。
そもそもこのような地縁共同体と民主主義の対応関係については建国期アメリカのタ
ウン・ミーティングなどが念頭にあると思われるが、それからすれば韓国の民主主義
40　同、三〇七〜三〇八頁。
41　同、二七頁。
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邊英浩『朝鮮儒教の特質と現代韓国』（クレイン、2010）
は過度に否定的に評価されざるをえない。しかし逆の面もあるのではないかという考
えもあり得そうである。一つの地域に閉ざされない人間関係を持つ韓国社会は人間の
移動が極めて激しい社会であり、それは韓国国内にとどまらず、国境を超えて人間の
移動が頻繁に起こり、そこに広範囲な人間関係が形成されやすく、それを通じて情報、
お金などが流れ得るのではないだろうか。こうした韓国の市民団体は非常に強い抵抗
力を持ち得るのではないだろうか。このような側面もあり得よう 42。
　著者はあとがきで、大学院時代の自分は「寝ても覚めてもナショナリズム」「二四時間
ナショナリズム」という精神状態であったと述べている。その＜ナショナリズム人間＞が、
ともすれば否定的に評価されがちな韓国の血縁・地縁共同体、あるいは韓国式民主主義に
対して、「韓国の市民団体は非常に強い抵抗力を持ち得るのではないだろうか」という希
望を見出している様子は、著者のナショナリズム観の成熟を物語るものであると同時に、
祖国の統一と民主化を信じて疑わない著者の強い信念の現れでもあるだろう。
　韓国儒教、そして韓国社会に関心をもつすべての人に読んでもらいたい快著である。
（INOUEAtsushi）
42　同、三四〇〜三四一頁。
